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常務理事　酒　井　　　理

第60回(2024年度)山口県獣医学会の開催について

　８月25日(日)、山口市防長苑において、山口県獣医

学会が開催されました。発表に先立ち、学会長の田

中尚秋会長から、学会運営への謝辞と平素からの本

会の事業推進への協力について感謝の言葉がありま

した。

　午前中、産業動物分野11題、獣医公衆衛生分野５

題、午後小動物分野22題、計38題の様々なテーマの

研究発表があり、積極的な討論が交わされました。

　発表者・共同研究者・指導教官の皆様の平素から

の研鑽に敬意を表します。

　産業動物部門では、県家畜保健衛生所や農業共済

組合、山口大学の関係者から、牛や馬の症例や鶏の

感染症等について、獣医公衆衛生部門では、山口大

学や県健康福祉センターの関係者から、レジオネラ

やハリネズミアデノウイルスについての研究や、食

品衛生、動物愛護管理についての調査、小動物部門

では、山口大学や動物病院関係者から、腫瘍、整形

外科、神経ブロック、放射線治療、歯科等、犬や猫

についての症例や調査報告がありました。

　県学会発表の様子（動画）を、本会ホームページ

の「会員専用コーナー」に掲載していますので、業

務の参考にしてください。

　各分野の発表終了後に開催された学会運営小委員

会において、10月19日(土)～20(日)に島根県松江市

で開催される令和６年度獣医学術中国地区学会で発

表していただく演題が選考されました。委員から

「持ち時間を超える発表があり、よく練習して学会

に臨んで欲しい」との意見がありました。

　学会の企画から当日の審査までご尽力いただいた

学会運営委員の皆様、当日の進行をお願いした座長

の先生方、学会運営に協力いただいた山口大学共同

獣医学部の学生の皆様に感謝申し上げます。

第60回（2024年度）山口県獣医学会発表演題
区　分 会　員 学生等 計

産 業 動 物 9 2 11

小 動 物 11 11 22

獣医公衆衛生 4 1 5
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山口支部長　藤　原　宣　義

令和６年度山口市畜産共進会和牛共進会開催される

　令和６年８月22日山口中央家畜市場において表記

の共進会が盛大に開催されました。今までは阿東徳

佐の旧徳佐家畜市場での開催でしたが、今年は初め

て山口市嘉川の山口中央家畜市場での開催でした。

　若牛１区３頭、同２区３頭、同３区６頭､繁殖雌牛

産肉能力区４組の延べ20頭の出品があり、山口農林

水産事務所畜産部の稲吉洋裕畜産振興課長を審査員

長に４名の審査員で慎重審査がされました。

　その結果１区は阿東出雲の青木洋二さんの「あさ

がお」号に、２区は徳地の賀屋浩憲さんの「りお

ん」号に、３区は阿東嘉年の橘一貴さんの「こた

け」号を１席に、阿東嘉年の山根武夫さんの「いわ

みやひめ」号を２席に、繁殖雌牛産肉能力区は二島

の（農）杵崎の里の「かつふく」号と「さとのふく

ひめ」号の組を１席に、徳佐の（有）三宅牧場の

「かめ」号と「かめふく」号の組を２席にそれぞれ

優等賞に選ばれ、最後に優等賞の中から３区の阿東

嘉年の橘一貴さんの「こたけ」号がグランドチャン

ピオンに選定されました。

　また、出席者の有志による家畜審査競技も行われ、

山口農高の生徒も含め多数の参加者により、３頭の

出品牛の中躯、資質、尻及び総体についての審査競

技があり正解者上位の３名に賞品が授与されました。

　褒章授与式では優等賞に対して賞状とトロフィー

が授与され、各団体から賞状や選賞状と副賞が授与

されました。当会からはグランドチャンピオンの３

区の阿東嘉年の橘一貴さんの「こたけ」号に、山口

県獣医師会会長の選賞状と副賞を、山口支部長が代

わりに授与しました。

　なお、この共進会の様子はＮＨＫの昼と夕方の地

方ニュースで放映されましたので見られた方もある

かと思います。

グランドチャンピオンの「こたけ」号
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常務理事　酒　井　　　理

新たな山口県獣医師会館の取得について

　新たな山口県獣医師会館の取得について、現在の
状況について報告します。
　令和６年度本会定時総会において、これまでの
検討状況、新会館の構造・設備、取得予算、スケ
ジュール等について説明し、本年７月、現獣医師会
館の解体工事に着手しました。
　解体工事終了後に実施した建築予定地の地盤調査
において、軟弱層が確認され、液状化の影響が大き
いと判定されました。

　このため、８月24日に開催された第９回山口県獣
医師会館検討会議において状況を報告し、工事業者
から提案された「柱状改良工法」による地盤改良工
事を実施することになりました。
　なお、検討会議に先立ち、中領八幡宮宮司さんを
お招きして、工事関係者と検討会議委員により地鎮
祭を行い、工事の無事を祈願しました。
　新会館の取得は、当初計画どおりに進捗しており、
令和７年２月頃に工事完了・引き渡しとなる予定です。

解体工事の様子

地鎮祭の様子

解体前の現獣医師会館

解体後の建築予定地

中領八幡宮宮司さんと
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リレー随筆

海　と　山　と
山口支部　松　清　裕　樹

（まつきよ動物病院）

　休日、秋吉台に向かう。山口市を眼下に見ながら

勾配のある国道435号を北へ登っていくと西鳳翩山ト

ンネルに至り、そこを抜けると美東町綾木の風景を、

今度は標高を下げながら田園風景を西へ向かう。初

夏の晴れ間にこの時期特有の緑色に囲まれた山々が

見える。しばらくしてその山々の間から秋吉台が見

えてくる。

　かつて有料道路だった県道242号、通称秋吉台カル

ストロードに入り、料金所跡を通り長者ヶ原駐車場

で一息入れると東の長者ヶ峰、西の北山、冠山とそ

こから延びる稜線を眺める。

　自然公園として身近に感じる秋吉台自然公園には、

馬にひかれての遊覧、少年自然の家でのキャンプファ

イアー、帰り水をオリエンテーリングで走り回った

ことなどの思い出がある。いずれも子供の時でまだ

自分が何者なのか、いや、何者かわからなくてもど

ういった形で社会に参加するのか。宿題や課題など

目の前のことで精一杯でわからなかったというより

は考える必要のなかった幸せな時期だったのかもし

れない。だが現在今もって、それらの疑問が解決し

たとは思えないのだが…

　秋吉台を下り県道24号から国道191号三隅バイパ

スに入り日本海側に抜け、その先で昼食をと思いな

がら休日の時間は去ってゆく。海に近くたどり着い

たお店で新鮮な海の幸をいただきながら、なぜか頭

の中では夏に登る山のことを考えていた。

　登山では基本すべて自分のことは自分でしなけれ

ばならない。ただ歩いて帰るだけなのに、道迷いだ

とかケガとか病気とかあまり考えたくないけど、視

界にはなくても頭では考えておかねばならない。そ

ういえば今朝見たニュースで登山中の事故を伝えて

いた。情報網の発達により富士山の弾丸登山をはじ

めとして耳目に触れることが多くなったのが気にな

る（無茶をする人は前からいたが…）。保険に加入し

地図を読み込んで見通しを立て、準備は慎重に。目

的地に着いた後はやはり道迷いとケガに気を付けつ

つ下山し、風呂でひと汗流して終わりを迎える。あ

れ、これ仕事と根本は同じ？病気の伴侶動物に相対

し、可能性を慎重に絞り込んで治療を施す。小動物

診療を通じて世のため人のために役立っていると思

いたい。おっと、今日は「休みの日」。

　山陰道国道491号を通って俵山温泉に立ち寄ること

にする。

　湯船につかりながら、今回の登山の後に入る温泉は

どんな気持ちで入っているだろうか、と考える。たぶ

ん、いやきっと達成感と疲労感の中だとは思いたい

が、悪天候や体調不良もあるかもしれない。いろい

ろ折衝を何カ月も前からしておいて撤退（目的を達

せず下山すること）で帰りたくはない。しかしニュー

スになるのもまずい。クマも怖い。残念ながら体力

の衰えを確実性で補うしかない。登山当日体調管理

を万全にして登山口に立つことだけを考え、また明

日から診察がんばろう。自分が何者であろうかなど

という重すぎる疑問は視界の隅に置き、出来ること

をできる限り手を打って前へ進もう。（後日苦労しな

がら無事に登山を終えることができました。写真は

標高2,141ｍのトムラウシ山）

　次回はお世話になっている西京の森どうぶつ病院

の脇本雄樹先生にお願いします。
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山口大学支部より

　今年も自分で書くことになってしまいました。私

の個人的な現状を書いても対して面白くもありませ

んので、また業務連絡のような投稿になってしまう

ことをお許しください。

　１つ目は「山口大学獣医学科創立80周年記念事

業」についてです。どこを開始とするかにもよりま

すが、山口高等獣医学校を獣医学科の設立とした場

合、2024年をもって山口大学獣医学科の創立80周年

を迎えることとなります。山口市（旧小郡町）の獣

医師会館の近くに記念碑があることをご存じの方も

多いかと存じます。山口大学では創立80周年を記念

した事業を開催することとしました。詳細は、https/

www.yamaguchi-u.ac.jp/vet/80th/よりご覧いただき、

ご支援・ご助力を賜りますようお願い申し上げます。

私も山口大学卒業生の一人として、微力ながらお手

伝いをさせていただいております。10月26日には式

典、祝賀会が開催されますので、山口大学卒業生の

方にお会いできることを楽しみにしております。

　２つ目はセミナー関連です。山口大学動物医療セ

ンターでは、年に２回ほど「総合臨床セミナー」と

題うって、学内または学外の講師による伴侶動物臨

床のセミナーを開催しています。いつもご参加いた

だいている先生方にはこの場を借りてお礼を申し上

げます。さて、COVID-19以降はオンラインのセミ

ナーやオンデマンドで視聴可能な学会が増加し、有

名な先生方の講習を聞く機会が増えたことと思いま

す。その中で、総合臨床セミナーでは一時的に対面

とオンラインのハイブリッドにしたこともありまし

たが、基本的には対面でのセミナーを重視していま

す。そこで実際に会場に行くことのメリットを活か

したセミナーとしたいと関係者一同で頭を悩ませて

おります。第19回のセミナーでは、ウェットラボと

して「局所麻酔プラクティス」を実施し、ご盛況を

いただきました。このような体験型のセミナーが今

後の活路なのかなと個人的には考えております。前

置きが長くなりましたが、９月８日(日)には第21回総

合臨床セミナー、「心エコー検査をブラッシュアッ

プ」が開催されます。心エコーのウェットラボは締

め切っていますが、セミナーの聴講は申込不要です

ので、是非お越しください。今回新たな試みとして、

ウェットラボと講義型セミナーの２パターンで開催

します。その他、ウェットラボのご希望やセミナー

に関するご要望等ございましたら、是非ご意見いた

だけますと大変助かります。もちろん、対応ができ

ない場合もあるのですが……。

　山口大学ではこれからも、各支部の皆様と協力し

て地域に貢献できればと考えております。今後とも

よろしくお願いいたします。と、もう完全にただの

業務連絡でした。来年はちゃんと寄稿をしてくれる

先生に変わると思いますので許してください。

（山口大学共同獣医学部）

山口大学支部　上　林　聡　之

山口大学獣医学科創立80周年記念事業リーフレットより
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　はじめまして。この度山口県獣

医師会に入会させていただきまし

た、工藤彩夏と申します。今年の

４月から山口県職員として、山口農林水産事務所中

部家畜保健衛生所で勤務しています。担当は小家畜

と動物薬事です。覚えることが多く大変ですが、早

く業務に慣れて県民の方々をサポートしていきたい

と考えています。

　出身は山口県宇部市で、大学は山口大学に在籍し

ておりました。大学では寄生虫研究室に所属してお

りました。研究室では主にコウモリに寄生する吸虫

についての研究をしていました。私は小さいころか

ら生き物が好きで、よく野外の昆虫や爬虫類、両生

類を飼育してきました。山口県はとても自然豊かで、

それらに触れる機会に多く恵まれたと感じます。そ

の経験から将来は生き物に関わる仕事がしたいと考

え、獣医師になりました。

　最近熱中していることはポケモンgoでゲーム内の

イベントがあれば公園や町中を歩きながらポケモン

を捕獲しています。時間を忘れてやってしまい、１日

20キロ以上歩くこともしばしばあります。また読書

も好きで、休日は市立図書館に行き、気になる本を

探しています。好きなジャンルはホラー小説で、井

上雅彦氏監修の「異形コレクション」というシリーズ

小説がとても好きです。短編小説で読みやすく、有

名ホラー作家さんの書下ろしもあるのでお勧めした

いです。本には自分と異なる価値観や新しい見方が

詰まっており、読むたびに新たな発見があるように

感じます。

　獣医師として仕事をする中でも日々新しい知見を

得ることは多いように思います。その都度考え方を

アップデートしていくことが求められますが、日々

精進していきたいと考えます。獣医師会の皆様、至

らない点も多いとは思いますが、これからよろしく

お願いいたします。

　はじめまして、この度山口県獣

医師会に入会いたしました春名 宏

昭です。

　本年４月より山口農林水産事務所畜産部（中部家

畜保健衛生所）に配属され牛の担当をしています。

　出身大学は麻布大学です。麻布大学では公衆衛生

学第１研究室に所属しており、主に食品や土壌・大

気中の遺伝毒性についての研究を主に行っていまし

た。その後大学卒業し大動物臨床獣医師として北海

道共済組合で勤務していました。家畜保健衛生所で

は勝手の違う業務が多いですが、いまだ未熟ながら

前職での経験を生かして早く一人前になれるように

と日々励んでおります。

　出身は山口県ですが、中学以降は県外生活が長く

本格的に山口に住むのは十数年ぶりとなります。仕

事で農家さんの場所を説明された際など土地勘がな

いため地名に戸惑うことも多く山口についても仕事

と同様に慣れていかなければならないと感じていま

す。

　余談ですが、趣味はドライブや登山、甘いものを

食べる事です。強行軍で車中泊をしながら北海道一

周をしていました。現在は愛猫２匹との生活となっ

たため家を長期で開けることができなくなったので

新たな趣味を開拓するためいろいろ参加しています。

　お会いすることがあればどうぞよろしくお願いい

たします。

はじめまして

はじめまして

（山口農林水産事務所畜産部）

（山口農林水産事務所畜産部）

新入会員紹介

山口支部　工　藤　彩　夏

山口支部　春　名　宏　昭
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第760号山 口 県 獣 医 師 会 会 報
13：30〜次回編集委員会　９月24日（火）

　今後の主な行事（予定）

お知らせ

 ９月４日　・中国地区産業動物臨床講習会（広島市）
 ９月６日　・長門大津畜産共進会（油谷旧人丸家畜市場）
 ９月20日　・全国獣医師会会長会議（東京都）
 ９月21日　・動物感謝デー（東京都）
 ９月26日　・第57回動物供養祭（周南市徳山動物園）
10月２日　・山口大学共同獣医学部慰霊祭（山口大学）

８月１日　・第２回学会運営委員会（小郡地域交流センター）

８月９日　・中国地区獣医師会連合会臨時総会（松江市）

８月20日　・会報編集委員会（仮事務所）

８月21日　・阿武萩和牛共進会（萩市むつみ肉用牛集出荷施設）

８月22日　・山口市畜産共進会和牛共進会（山口中央家畜市場）

８月24日　・第９回山口県獣医師会館検討会議（小郡ふれあいセンター）

８月25日　・山口県獣医学会（防長苑）

８月27日　・美祢畜産共進会（美祢家畜管理所）

８月28日　・下関市畜産共進会（旧滝部家畜市場）

８月28日　・山口県動物由来感染症情報関連体制整備検討会（県庁）

　22日　事業推進会議

事務局だより

　はじめまして。この度山口県獣

医師会に入会させていただきまし

た山田と申します。今年度の４月

より、新規採用で山口県職員として西部家畜保健衛

生所に勤務しています。

　出身大学は山口大学です。獣医病理学研究室に所

属し、病理診断の補助を行っていました。研究室で

は普段から目にする動物以外にも、動物園で見るよ

うな動物やエキゾチックアニマルなど、さまざまな

動物と関わることができ、とても興味深い経験とな

りました。また、種によって組織の作りが細かく異

なっており、それを観察することも楽しく、大きな

学びとなりました。

　私は出身が福岡の北九州で、山口県内には行ったこ

とのない場所がまだたくさんあります。これから色々

な場所へ出かけて、少しずつ開拓していきたいと思っ

ています。特に自然散策や、おいしいお店をめぐる

ことが好きなので、県内のおすすめのスポットがあ

りましたらぜひ教えていただけますと嬉しいです。

　４月から山口県職員として働き、まだまだ分から

ないことが多いですが、これから新しい知識や経験

を重ね、公務員として家畜伝染病の予防、蔓延防止

に貢献したいと考えています。迷惑をおかけすると

思いますが、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いい

たします。

はじめまして

（下関農林事務所畜産部）

豊浦支部　山　田　春　花
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山口県・市町・（公社）山口県獣医師会・（公社）山口県動物保護管理協会

毎年９月、１０月は

「動物の飼い方マナーアップ強化期間」です。

猫にとって、屋外は感染症や交通事故、猫同士のケンカ等、
危険がいっぱいです。
快適な環境を整え、飼い主がよいコミュニケーションを

とることで、猫は室内飼育で幸せに暮らせます。



○ 国⺠年⾦基⾦は、国⺠年⾦（基礎年⾦）に上乗せして受給できる公的な年⾦制度です。
○ ➀20歳以上60歳未満の国⺠年⾦第１号被保険者➁60歳以上65歳未満または海外
居住の国⺠年⾦に任意加⼊している⽅が対象です。(国⺠年⾦保険料を納付されている⽅)

○ ⼭⼝県獣医師会会員以外の⽅もご加⼊いただけます。是⾮ご紹介ください。

まずは、資料請求を︕裏⾯記⼊の上、電⼦メールまたはFAXで

⼭⼝県獣医師会会員の皆様
⽼後対策は万全ですか︖

 掛⾦は全額所得控除
 終⾝年⾦が基本
 年⾦額が確定、掛⾦も⼀定
 万が⼀のときは家族に⼀時⾦(B型を除く)
 ⾃由なプラン設計

５つのメリット

公益社団法人 山口県獣医師会

【掛金上限を利用した場合の例】

40歳男性 課税所得500万円

1口目A型、2口目以降A型13口にご加入のケース

年金月額 ８万円が生涯受け取れる！終身年金

１,８６２万円－１,６３０万円＝約２３２万円
（年金受取総額*1） （掛金支払総額*2）

約８１.５万円×３０.４２％×２０年＝約４９５万円
（掛金支払年額） （税率*3）

受取額と支

払額との差

所得税・住

民税の軽減

＊１ 受取月額８万円×１２か月×19.4年（65歳男性の平均余命、令和4年）＝1,862万円
＊2 月67,920円（1口目A型12,735円＋2口目以降A型13口55,185円）×12か月×20年

＝1,630万円

＊3 令和6年4月1日現在
＊4 上記は一例（概算計算）です。加入時の年齢と性別で支払額、受取額が決まります
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